
コース名 科目名 選択科目名  対象学年 

良医の礎 リベラルアーツ選択Ⅰ メディカルイラストレーション  1 

開講学期 科目責任者 選択科目責任者  

2学期 西松 伸一郎 横田 ヒロミツ  

目的 

医学・医療情報を文字や数字だけで伝えることは極めて難しい。臓器の形状、病態の特徴、手術手技をはじめ、あらゆる場面

で写真やイラストレーションなどの視覚伝達が必要になる。メディカルイラストレーションは、複雑で難解な医学・医療情報

を、わかりやすく正確に伝えることを使命とし、研究発表やインフォームドコンセントなどにおいて極めて有効なツールであ

る。写真は具体を具体のまま再現するため、時として嫌悪感をともない、不明瞭のまま相手に伝わる。一方、イラストは具体

から特徴を抽出し、抽象化して描かれるため、シンプルな線画であっても大切な情報を的確に伝えられる。イラスト表現は、

見えたまま描いても抽象化できない。描画のエッセンスである抽象化のコツを知り、医師にとって必要な視覚伝達の知識とス

キルを体験する。体験の記憶があることで、先々のニーズに対しても、調べてスキルアップがはかれるようになる。 

授業到達目標 

人体臓器描画のための鉛筆を使った基礎造形力を身につけるとともに、観察眼が向上する。 

単純な線によるデフォルメ表現ができるようになる。 

3DCGを使って臓器を PCのなかで作ることで臓器のフォルムの立体的把握ができる。 

無料 CGソフトをインストールしてもらい、今後いつでも使えるようなスキルを身につける。 

自分で制作したイラストを使った見栄えの良いポスターデザインを知ることができる。 

メディカルイラストレーションの歴史を学ぶ。 

3DCGや 3Dプリンターなどのテクノロジーの先に見えるメディカルイラストレーションの可能性を知る。 

医学の対象が人体であるため、その立体的捉え方は不可欠であり、生涯学習の一つとしてメディカルイラストレーションを考

えるようになる。 

授業計画 

回数 月日 曜日 時限 区分 担当者 所属 授業内容 コアカリ項目 

1 9/13 水 1 講義 横田 
非常勤／ 

医福大 

授業のオリエンテーションとして、メディカル

イラストレーションは医学研究に欠かせないも

のであることを知る。視覚的イメージは医学研

究のビジョンも広げる可能性を持っている。 

A-4 

2 9/20 水 1 講義 横田 
非常勤／ 

医福大 

メディカルイラストレーションの歴史と現状を

通し、時代ごとのメディカルイラストレーショ

ンと表現手法を知る。鉛筆を使っての描画手順

をレクチャーし模写をしてみる。 

A-4 

3 9/27 水 1 講義 横田 
非常勤／ 

医福大 

医師にとってのメディカルイラストレーション

の意味を確認する。 

デッサンの基本をロジカルに学んだ上で、臓器

写真を見ながらの鉛筆スケッチ。 

A-4 

4 10/ 4 水 1 講義 横田 
非常勤／ 

医福大 

臓器標本写真を見ながら鉛筆スケッチ→ 形の

捉え方のコツを踏まえた外形描写。抽象化の解

説。 

A-4 

5 10/11 水 1 講義 横田 
非常勤／ 

医福大 

臓器標本写真を見ながら鉛筆スケッチ→ 臓器

の立体感や質感表現。不明瞭な形を整理、解釈し

てシンプルに表現。 

A-4 

6 10/18 水 1 講義 横田 
非常勤／ 

医福大 

臓器標本写真を見ながら鉛筆スケッチ→ 練り

消しゴムをつかい光を表現。スケッチをしなが

ら臓器を見ることで観察眼がレベルアップして

いることを体感する。 

A-4 

7 10/25 水 1 講義 横田 
非常勤／ 

医福大 

2DCG ペイント系ソフトを使って鉛筆スケッチカ

ラー化する。 
A-4 

8 11/ 1 水 1 講義 横田 
非常勤／ 

医福大 

2DCG ペイント系ソフトを使って質感や血管など

を加筆し、ブラッシュアップ。 
A-4 

9 11/ 8 水 1 講義 横田 
非常勤／ 

医福大 

2DCG ドロー系ソフトを使って、臓器シェーマの

描画法を体験する。 
A-4 

10 11/15 水 1 講義 横田 
非常勤／ 

医福大 

3DCG を使って、臓器どうしの位置関係や大きさ

の把握をめざして組み上げる。3DCG はあらゆる

角度からの見え方において整合性がとれないと

ならず、さらにレベルの高い観察眼が必要であ

ることを体験する。 

A-4 

11 11/22 水 1 講義 横田 
非常勤／ 

医福大 

臓器３D データを３D プリントする様子を確認

し、３Dの優位性を知る。 

DICOMデータを使った臓器 3D制作プロセスを紹

介する。 

A-4 



12 11/29 水 1 講義 横田 
非常勤／ 

医福大 

視覚表現の有効性を、具体的な例をとおして知

る。また、伝えるための最低限のデザイン基礎知

識を学ぶ。 

A-4 

評価方法 

[レポート]25%（視覚伝達の理解度をはかる。） 

[実習点]25%（授業の成果物を評価する。） 

[出席状況（受講態度）]50%（視覚表現能力には個人差が大きいので、授業に臨む態度と出席状況を重視する。） 

[評価方法]出席・受講態度評価、論文・レポート、その他 

[備考]段階を追ってロジカルに指導していく。欠席すると理解が難しくなるため、出席と授業態度を重視する。 

限られた時間で多様な表現方法を体験するので、時間が足りないという感想を抱くかもしれないが、体験があるかない

かは先々大きな違いになる。いざ視覚伝達が必要になった時に、体験の記憶があればいつでも情報を得てスキルを磨く

ことができる。 

課題（試験やレポート等）に対するフィードバックについて 

添削後、コメントを付して返却する。重要な項目については、講義内で解説する。 

教科書 

（特になし） 

参考書 

適宜小冊子などを配布する。 

準備学習（予習・復習等） 

事前に絵画やイラストをウェブを使って検索しそのバリエーションを調べてもらうことがある。 

インフォームドコンセントのための臓器の特徴を捉えたシンプルな線画制作など、予習課題を出すことがある。 

この講義は復習を重視する。演習の後は自主的に繰り返し復習をすること。 

予習課題は 30分程度を要する。復習は自主性に任せる。 

講義についての注意事項 

メディカルイラストレーションの学びに真摯に取り組む意欲のある学生を対象とする。描くことが得意でなくても、絵が好き

であれば対象学生とする。絵が嫌いな学生は対象としない。 

自分のノートパソコン（Win、Mac）とマウスを授業に持ち込めることがこの授業を受ける条件となる（5回程度）。 

タッチパネルのノートパソコンであればマウスは不要。3DCGが使えないので、iPadは不可。 

カッター、ティッシュを各自用意。鉛筆 4B、擦筆は支給する。スケッチブック不要。 

授業の 8回目あたりまでに、CGメディカルイラストレーション制作で使う無料ソフトを 2つ、各自のノートパソコンにインス

トールしてもらう。ソフトはその後も使える無料 CGソフトである。その時のバージョンによって使うソフトを変更することが

ある。 

受講生が 4人未満の場合は開講しない。 

昨年度からの変更点・改善項目 

限られた時間内で、医師として表現ニーズに対応できる知識を持つための、表現バリエーション体験と割り切るため、課題は

完成できないこともある。 

鉛筆を持って実物の臓器標本に向き合うことで観察眼が向上することを体感し意識できるようにすることに重点をおく。描く

ためには対象である臓器の構造を整理して解釈することが不可欠であり、形状を把握するという意味がわかるようになる。 

描画、造形については、できるだけ論理的に解説し、わかりやすい指導をおこなう。3DCGによる臓器組みあげをおこない 3Dプ

リントも知ってもらう。視覚表現能力が、後に医師としてのアドバンテージとなるような授業を目指す。 

卒業認定・学位授与の方針と当該授業科目の関連について 

本科目の履修により空間認識力や観察眼に対する気づきが期待でき、人体各臓器構造の立体的理解を深めることができる。 

この科目は、主として卒業時コンピテンスの「医師になるための基本的な資質」と「専門的な医学知識と医療技術」、「地域社

会と国際社会への貢献」、「高い問題対応能力」の達成に向けて設定されている。 

ナンバリング 
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